帰国小学生英語講座参加児童・保護者各位
2013年度　6月15日（土）Open Day 
帰国生小学生英語講座・特別授業　
「保護者と一緒に取り組む英語保持」
大妻中野中高英語教育・帰国生教育アドバイザー

服部　孝彦先生による特別授業

→　保護者の方も一緒にぜひご参加ください。

時間：11:45～12:35
場所：1号館_3F　英語室

対象：帰国小学生と保護者　10:45～11:35まで、レギュラーの「帰国小学生英語講座」は予定通り、実施されています。　
内容：　帰国生が海外で身につけた英語力は大きな財産です。この英語力を効果的に保持、伸長するためにはいくつかのポイントがあります。今回、本校の英語教育・帰国生教育アドバイザーでもある服部孝彦先生が、応用言語学の一研究分野として確立してきました第二言語喪失の研究成果を活用し、特別体験授業を行います。

＜授業者・講演者　紹介＞
服部 孝彦（はっとり たかひこ）博士
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本校英語教育・帰国生教育アドバイザー、大妻女子大学・同大学院教授、早稲田大学講師。

言語学博士（Ph.D.）。米国ケンタッキー州立ミュレー大学（MSU）大学院客員教授等を経て現職。専門は第二言語習得、第二言語忘却、英語コミュニケーション論。海外子女教育振興財団外国語保持教室アドバイザー、ルーツ・インターナショナル英語保持教室カリキュラム・スーパーバイザー、国連英検統括監修官兼外国人面接官指導研修スーパーバイザー、元ＮＨＫ英語教育番組講師。主な著書に文部科学省検定中学英語教科書『ニューホライズン』(共著、東京書籍)他、著書94 冊、学会発表論文118 編、学術誌発表論文105 編。一年間の日本及び海外での英語教育、国際理解教育、帰国子女教育関係の講演回数は50回を超える。自らも初等・中等・高等教育を日米両国で受けた帰国子女で、帰国子女を育てた父親でもある。日本に本拠地を置く現在でも日米間を一年に何往復もしながら、米国の国際学会等での研究発表及び講演活動を精力的にこなす。
親子で取り組む英語保持　－　服部　孝彦

　帰国生の英語保持がうまくいくかどうかについては、親の態度も大きな要因です。英語保持に対する肯定的な姿勢が保持の成功に関係するのは見逃せない事実です。親の英語力は関係ありません。子どもだけにやらせるのではなく、親もいっしょに英語の勉強に取り組み、努力し、苦労しなければ子どもの英語力保持は成功しません。特に小学校の低学年のうちは親のサポートが必要です。　自分の子どもにとって保持教室が役に立っているのか、授業についていっているのか、不安に思うときがあるかもしれませんが、もしいやがらずに通っているのなら、授業が理解できていると考えられます。子どもががんばっているのですから、親もあきらめずに励まし続けましょう。　たとえ週一回でも、通い続けると違います。能動的技能を失っていても受動的技能を保持できていれば、いつか取り戻すことが可能ですが、通うのをあきらめてしまうと受動的技能さえ失ってしまいます。そうなると、回復するのがとても難しくなってしまいます。
また、保持のためには親の熱意は重要ですが、過度な期待やプレッシャーをかけることは望ましくありません。何より大事なのは子ども自身が英語が好きで保持したいという意欲があり、また楽しく通い続けられることです。子どもの個性や興味を尊重して長期的に学習に取り組めるようサポートしたいものです。
